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嗜好予測AI： FJWLAとは

“お客さま本位”のキリン
だからこその蓄積データ(100万件)

消費者調査データ 成分分析データ 学習・システム開発

独自のデータ ＡＩ技術開発の体制

データ学習と嗜好予測の
独自プラットフォーム構築

嗜好ＡＩ：FJWLA（Flavor Judgement for Whole Liking Analysis）

嗜好性を高めるために制御すべき成分を特定できるAI

フジワラ
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嗜好予測AI： FJWLAと競争優位を生み出す掛け算

嗜好予測AI 培ってきた醸造技術

成分を制御する高い醸造技術

“お客さま本位”のビール開発の実現

キリンだからできること キリンでなければできないこと

嗜好性を高めるために制御すべき成分を特定できるAI
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嗜好予測AI：FJWLAにより“味の好き嫌い“に重要な成分の探索が可能に

嗜好予測ＡＩ（FJWLA）

入力

成分データ
出力

調査結果

調査結果を予測！

各成分の影響度を計算！

データ入力とＡＩ解析 解析結果の出力

“味の好き嫌い“にどの成分が
影響しているのかが解る

※ FJWLA （Flavor Judgement for Whole Liking Analysis）

嗜好予測AI
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嗜好予測AI（FJWLA)の結果を醸造に反映する

発酵指数を
上げる

香り成分Ａを
下げる

醸造ができれば高嗜好度のビールができる！

香り成分Aの減少は“好き”
に良い影響を及ぼす。

発酵指数の増加は“好き”
に良い影響を及ぼす。

ＦＪＷＬＡ結果
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※A～Ｄ：FJWLAを活用していない試醸品
※120名の消費者を対象に実施

試験醸造

ホップ添加量
増加

発酵工程
の調整
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試験醸造品ごとに、
各成分が”味の好き嫌い”
に与える影響度を可視化

FJWLAの結果を
ＫＩＲＩＮが培ってきた
醸造技術で具現化

FJWLA×醸造技術で
より消費者に好まれる

香味開発が可能に

嗜好予測AI（FJWLA)の結果を基にした試醸品の結果

醸造家による特定成分の制御のための工程デザイン FJWLA活用品に対する消費者からの評価

FJWLA 試験醸造 消費者調査
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2026年に本技術を活用した商品の発売が決定

➢ これまでに、複数ブランドの香味開発に貢献してきた。それらの製品は2026年の上市が決定している。

➢ 今後も、進化を続けながら醸造家とともに“お客さまに愛される“ビールづくりを実現していく。

2026年に多数商品が発売予定

FJWLA 試験醸造 消費者調査

ＡＩ活用が可能な開発体制を構築

複数回調査を実施 数百億円/年 規模の商品に活用
高い事業貢献性！
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嗜好を超え行動を予測する次世代AI
ver.1.0

嗜好の変化を時間軸で理解するAI –Timeline解析-

嗜好に重要な成分を特定する技術 「FJWLA」

継続的な飲料の嗜好調査データと高精度な成分データを蓄積する基盤の構築

➢ キリンのデータ資産を活用しながら、消費者の嗜好を予測するだけでなく、消費者行動の予測にも挑戦する。

➢ 2026年より“株式会社 日立製作所”と共同研究を開始し、キリンのＡＩ開発を加速する。

KIRINのAI開発における長期計画

ver.2.0

ver.3.0


